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我が家の癒し系アイド

ル瑠莉ちゃん�優しい女

の子になってね。

父　康仁・母　ひとみさん

太田
おおた

晃樹
こうき

くん
1歳5カ月（若葉）

西戸
にしと

瑠莉
るり

ちゃん
1歳6カ月（つつじが丘）

大好きなお兄ちゃんと

一緒に、いっぱい遊んで、

いっぱいキャンプに行こ

うね。

父　光俊・母　ゆかりさん

の催し

�とき 1 0月2 2日（日）開演＝午後５時

（開場＝同４時30分）

�ところ 文化体育館

�出演者 南こうせつ

�入場料 5,000円（当日5,500円）

※全席指定　就学前幼児の入場はお断り

します

問い合わせは、文化体育館（�7 6 6－

7400）へ。

～ギターを鳴らせ～

8月2 2日発売開始 ごみ減量化推進会議では、リサイクルとごみ

の減量化を推進するため、出店者を募集します。

�とき　11月３日（祝）午前10時～午後４時

�ところ　総合公園

�出店料　無料／１ブ－ス（1.8ｍ×2.7ｍ）

�募集数　28組（抽選）

�応募資格　町内在住の人・非営利団体

�その他　申込みは同一家族・同一グループに

つき一枚に限る

申込み・問い合わせは、往復ハガキに住所・

氏名・電話番号・出店内容、返

信面に住所・氏名を記入し、９

月1 0日（消印有効）までに、ク

リ－ンセンタ－（〒6 6 6－0 2 2 2

槻並字姫ケ尾２－４・�7 6 8－

0818）へ。

いながわまつり
フリーマーケット出店者を募集

ふるさと館歴史講座を開催
ふるさと館では、下記の日程で講座を開

催します。いずれも先着4 0人、場所はふる

さと館催し会場です。

申込み・問い合わせは、ふるさと館（�・

ＦＡＸ768－0389）へ。

�とき ８月27日（日）午後２時～同４時

�講師 末松早苗（町立ふるさと館 館長）

�内容 町の歴史や文化財についての基礎講座

猪名川町の歴史がわかる！90分

�とき ９月２日（土）午後２時～同４時

�講師 天野太郎さん（同志社女子大学助教

授）

�内容 古地図から得られる情報をよみとりな

がら猪名川町の歴史を概観

地形図からよむ猪名川町の歴史

TEENS' MUSIC FESTIVAL

（午後5時～）

・松尾台小学校軽音楽クラブ＆ダンスクラブ

・INARIVER

・ワサビサワ

・☆ハイステップ

☆テンション「ズ」

・K A S M O Y S（カ

スマーズ）

・NARU and AI

・Scottie

たそがれコンサート（午後7時30分～）

・イナウィンズ

・猪名川源流太鼓

�とき ８月2 7日（日）午後５

時～

�ところ 総合公園内の野外ス

テージ　※雨天時は文化体育館

�内容 町内外の1 0代で結成さ

れた音楽グループ７団体と、町

内で活動しているジャズバンド

と和太鼓のグループ２団体が出

場するコンサート　※当日は模

擬店も出店予定

�主催 町教育委員会、町青少

年健全育成連絡協議会

問い合わせは、文化体育館

（�7 6 6－7 4 0 0）、当日はテレフォ

ンサービス（�0 1 8 0－9 9 7－1 7 0）

へ。

出演グループ名

▲昨年のコンサートの様子

現
在
、
町
内
に
は
、
国
道
１
路
線
１
・
９
�
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県
道

８
路
線
46
・
９
�
、
町
道
９
５
６
路
線
２
６
１
・
１
�

（
平
成
17
年
度
）
が
整
備
さ
れ
皆
さ
ん
の
生
活
を
支
え
て

い
ま
す
。

今
回
は
、
現
在
計
画
が
進
ん
で
い
る
道
路
整
備
に
つ
い

て
皆
さ
ん
に
お
知
ら
せ
す
る
と
と
も
に
、
日
常
生
活
で
の

道
路
に
関
す
る
疑
問
を
Ｑ
＆
Ａ
方
式
で
お
伝
え
し
ま
す
。

1 8年度の
道路整備状況

★
道
路
を
整
備
し
て
ほ
し
い
　
道

路
は
な
く
て
は
な
ら
な
い
も
の
で

す
が
、
交
通
量
・
地
域
特
性
・
事

業
費
を
調
査
し
、
地
域
の
皆
さ
ん

と
十
分
協
議
し
決
定
し
ま
す
。

★
道
路
に
穴
が
あ
い
て
る

小
さ

な
穴
が
大
き
な
事
故
を
招
く
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
変
化
に
気
付
い
た

ら
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
す
み
や
か

に
補
修
し
ま
す
。

★
道
路
標
識
が
枝
葉
で
見
え
に
く

い
　
民
地
の
場
合
は
持
ち
主
に
指

導
し
ま
す
。
官
地
の
場
合
は
役
場

で
伐
採
し
ま
す
。

★
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
を
破
損
さ
せ
て

し
ま
っ
た
　
修
繕
後
、
物
損
事
故

の
対
象
と
し
て
補
修
費
用
の
負
担

を
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

★
道
路
パ
ト
ロ
ー
ル
っ
て
？
　
常

日
頃
行
う
通
常
パ
ト
ロ
ー
ル
、
道

路
照
明
や
標
識
の
確
認
を
行
う
夜

間
パ
ト
ロ
ー
ル
、
定
期
パ
ト
ロ
ー

ル
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。
台
風

や
災
害
時
に
は
異
常
パ
ト
ロ
ー
ル
、

冬
は
積
雪
や
路
面
凍
結
の
状
況
を

確
認
す
る
た
め
冬
期
パ
ト
ロ
ー
ル

を
行
い
ま
す
。

★
道
に
障
害
物
や
土
砂
や
ガ
ラ
ス

が
散
乱
し
て
い
る
　
原
因
者
に
清

掃
と
今
後
の
管
理
指
導
を
行
い
ま

す
。
原
因
者
が
特
定
で
き
な
い
場

合
は
役
場
が
清
掃
・
撤
去
し
ま
す
。

★
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
が
歪
ん
で
い
る

原
因
の
確
認
を
行
い
、
す
み
や
か

に
修
繕
し
ま
す
。

★
倒
木
や
落
石
で
道
が
塞
が
れ
て

い
る
　
現
地
の
く
わ
し
い
状
況
を

お
伝
え
く
だ
さ
い
。
早
急
に
撤
去

し
ま
す
。

★
雑
草
が
伸
び
て
い
て
見
に
く
い

現
地
確
認
を
行
い
除
草
し
ま
す
。

★
雪
が
積
も
っ
た
時
、
凍
結
防
止

剤
が
ほ
し
い
　
冬
期
に
な
る
と
、

橋
の
上
や
電
柱
の
わ
き
に
凍
結
防

止
剤
を
設
置
し
ま
す
の
で
ご
利
用

く
だ
さ
い
。
雪
が
積
も
っ
た
場
合
、

町
道
な
ど
に
つ
い
て
は
、
皆
さ
ん

の
散
布
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

★
道
路
の
照
明
が
暗
い
・
球
が
切

れ
て
い
る
　
照
明
は
主
要
な
交
差

点
・
橋
・
ト
ン
ネ
ル
な
ど
に
設
置

し
て
い
ま
す
。
支
柱
に
白
い
道
路

照
明
プ
レ
ー
ト
が
付
い
て
い
る
場

合
は
道
路
河
川
課
へ
。
黄
色
い
防

犯
灯
プ
レ
ー
ト
が
付
い
て
い
る
場

合
は
生
活
環
境
課
（
�
７
６
６
・

８
７
１
２
）
へ
。

★
道
で
動
物
が
死
ん
で
い
る
　
生

活
環
境
課
へ
。
く
わ
し
い
場
所
を

お
伝
え
く
だ
さ
い
。
引
き
取
り
に

う
か
が
い
ま
す
。

日
常
生
活
に
お
い
て
、
人
や
物

資
の
移
動
、
ま
た
輸
送
時
の
ラ
イ

フ
ラ
イ
ン
と
し
て
、
欠
か
す
こ
と

の
で
き
な
い
道
路
。
本
町
に
お
い

て
も
、
国
道
・
県
道
・
町
道
が
縦

横
に
整
備
さ
れ
、
皆
さ
ん
の
日
々

の
生
活
を
支
え
て
い
ま
す
。
道
路

交
通
の
円
滑
化
や
災
害
時
の
避
難

路
や
輸
送
路
の
確
保
、
人
に
や
さ

し
い
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
た
め

の
公
共
空
間
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
、

住
民
の
安
全
確
保
を
目
的
と
し
た

工
事
を
、
町
内
全
域
に
わ
た
っ
て

行
っ
て
い
ま
す
。

道
路
整
備
と
と
も
に
、
道
路
の

維
持
管
理
に
つ
い
て
も
、
常
に
道

路
パ
ト
ロ
ー
ル
を
行
い
、
交
通
状

況
の
確
認
を
し
、
異
常
や
破
損
を

発
見
し
た
り
、
交
通
に
支
障
を
与

え
る
障
害
物
の
処
理
な
ど
を
行
っ

て
い
ま
す
。

ま
た
、
地
域
の
中
で
も
自
治
会

を
中
心
に
道
路
・
河
川
の
清
掃
美

化
や
草
刈
り
、
春
と
秋
の
年
２
回
、

全
町
あ
げ
て
取
り
組
ん
で
い
る
ク

リ
ー
ン
ア
ッ
プ
作
戦
な
ど
、
積
極

的
な
道
路
・
河
川
愛
護
活
動
が
町

内
全
域
で
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

ア
ド
プ
ト
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
は
、

町
内
の
公
園
・
緑
地
・
道
路
・
河

川
な
ど
の
公
共
物
に
お
い
て
、
参

加
者
（
活
動
団
体
）
が
町
や
県
と

協
力
し
合
い
な
が
ら
、
一
定
区

域
・
区
間
の
清
掃
美
化
、
草
刈
り
、

植
栽
な
ど
の
活
動
を
年
間
を
通
じ

て
行
う
こ
と
を
目
的
に
、
県
や
町

と
参
加
者
が
合
意
書
を
締
結
し

「
養
子
縁
組
」
す
る
制
度
で
す
。

本
町
に
お
い
て
も
、
木
間
生
地

区
の
「
木
間
生
環
境
整
備
隊
」
が

町
内
団
体
の
第
１
号
と
し
て
４
月

27
日
に
、
県
お
よ
び
町
と
の
間
で

合
意
書
が
締
結
さ
れ
、「
ふ
る
さ
と

館
〜
杤
原
橋
間
」
で
活
動
さ
れ
て

い
ま
す
。

猪
名
川
町
の
豊
か
な
自
然
環
境

や
貴
重
な
歴
史
・
史
跡
と
調
和
し

た
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
、
そ

し
て
地
域
に
愛
さ
れ
る
き
れ
い
な

道
路
や
公
園
・
河
川
づ
く
り
を
住

民
皆
さ
ん
の
手
で
進
め
て
み
ま
せ

ん
か
。
自
治
会
・
老
人
会
・
グ
ル

ー
プ
・
家
族
・
事
業
者
な
ど
ど
な

た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。
積
極
的

な
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

木間生地区から旭ヶ丘地区を結ぶ2 , 4 1 3ｍの

集落間道路の整備を進めています。この整備で、

地域同士の交流を深めるとともに、旭ヶ丘地区

における緊急時の２方向避難路を確保します。

また、県道川西篠山線笹尾地区において、降雨

時に道路冠水が発生した時の、南北交通迂回路

として利用していきます。現在、山間部を切り

開く工事を行っており、早期開通をめざします。

�計画延長 2 , 4 1 3ｍ　�幅員5ｍ～7ｍ　1 . 5車線

的道路整備（※）

①木間生・旭ヶ丘線
新設事業②清水仁頂寺線

歩道新設事業
交通安全施設整備として、県道

川西篠山線から薬師橋（新生電子）

の南側に歩道を新設し、県道交差

点を改良しています。今年度完成

予定です。

�計画延長97.3ｍ　�幅員2.5ｍ

③差組肝川２号線拡幅事業
生活道路整備として、狭あいな

町道を整備計画に基づき、拡幅し

ています。平成1 9年度完成予定で

す。

�計画延長300ｍ　�幅員4ｍ

④バリアフリー対策事業
福祉のまちづくり重点地区であ

る、日生ニュータウン（松尾台・

伏見台）の主要交差点の歩道部の

段差解消、視覚障害者用誘導ブロ

ックの設置を順次進めています。

※『1.5車線的道路整備』

ってどんな整備？

基本の道路は道路構造令

に基づき決定しますが、今

回事業中の町道木間生旭ヶ

丘線に見られるように、利

用車両の多くが普通車で交

通量が少ないと想定される

場合、通常の２車線より規

模を縮小することで、山間

部の土工量や事業費が抑制

され工期を短縮させること

ができます。また、山間部

の自然を残し、環境に優し

い工事になります。

今後も、地域特性に応じ

た整備をしていきます。

県道川西篠山線が通る北野地区は、本路線沿線で

進められている団地開発などにより、年々交通量が

増加しているうえに幅員が狭く、両側に家が建ち並

び、歩道も未整備で交通上危険な状態です。そのた

め平成1 7度より紫合北ノ町交差点から南田原地区を

経由し、北田原東口バス停付近につながるバイパス

の新設事業を行っています。今年度は、バイパス上

に橋を２基設置します。平成19年度完成予定です。

�計画延長1,100ｍ　�幅員11.5ｍ　�片側歩道3.5ｍ

⑩主要地方道川西篠山線
北野バイパス新設事業

⑤主要地方道川西篠山線交通安全
施設等整備事業

交通安全施設整備として、杉生交差点か

ら大島小学校前まで歩道を新設していま

す。今年度完成予定です。

�計画延長400ｍ　�歩道幅員3.5ｍ

⑥島能勢線拡幅、歩道整備事業
鎌倉自治会館から変電所手前までの区間

を２車線に拡幅し、あわせて歩道整備を計

画しています。

�計画延長 8 3 0ｍ　�幅員７ｍ　�片道歩

道2.5ｍ

⑦下佐曽利笹尾線
笹尾古南橋から六瀬中学校へつながる県

道に歩道を設置するよう計画しています。

�計画延長 2 0 0ｍ　�幅員７ｍ　�片道歩

道２ｍ

⑧能勢猪名川線視距改良事業
下阿古谷地内八坂神社周辺カーブの見通

しを良くする工事に併せて、歩道を整備す

るよう計画しています。

�計画延長2 8 0ｍ　�幅員７ｍ　�片道歩

道2.5ｍ

⑨主要地方道川西三田線交通安全
施設等整備事業

日生中央駅前の歩道改修を、今年度より

事業着手します。

⑪第二名神自動車道
＜国の現状＞日本道路公団は平成1 7年1 0月

１日に分割民営化され、本町の管轄は西日

本高速道路㈱となりました。同1 8年２月７

日に第２回国幹会議が開催され、第二名神

高速道路は一部工事費で削減されました

が、今までどおり用地買収＝６車線、工事

施工＝暫定４車線で有料道路方式により実

施されます。

＜本町の現状＞用地買収（完成６車線）に

ついては、同1 7年1 1月に地区対策協議会と

設計協議確認書を締結し、1 2月より関係地

元自治会と設計協議中です。今後も地元に

混乱を招くことのないよう、地区対策協議

会および地元自治会と十分調整を図ってい

きます。

道路愛護ボランティアグループの皆さん

私達杉生老人クラブは、阪神北県民局

の「花のあるみちづくり事業」に協力し、

杉生の交差点から北に約１k mの区間の両

側にある歩道にフラワープランターを置

き、その管理を５年前から行っています。

春はベゴニア、秋にはパンジーと年に２

回、老人クラブ事業の一環として、1 2 0

個のプランターに約1 , 2 0 0株の花苗を植替

えています。日々の水やりなどは、地域

ぐるみで行っており、１年を通してこの

区間では色とり

どりの可愛い花

を見ることがで

きます。これか

らも、皆で協力

し合って、元気

で楽しく地域に

貢献していきた

いと考えていま

す。

町内には、定期的に道路わきの花だんやフラワープランターの管理・清掃をしてく

ださっているボランティアグループが多数あります。

その中から、「杉生老人クラブ」と「木間生環境整備隊」を紹介します。

町内の主要な道

18年度整備が
行われる道

高速道路予定地

バリアフリー
重点地区

ア
ド
プ
ト
・
プ
ロ
グ
ラ
ム

に
参
加
し
ま
せ
ん
か

道道
路路
ああ
れれ
ここ
れれ
ＱＱ
＆＆
ＡＡ

道路河川課
�7 6 6－8 7 0 5

問　合　せ

▲花の植替えをする杉
生老人クラブの皆さん

木間生自治会では

1 2人の有志が集まり

「木間生環境整備隊」

を結成し、木間生地

区内の県道7 0 0ｍ区間

の歩道で、草刈りや

カン・ゴミ拾い、落

ち葉の回収などの清

掃を行っています。

この活動はメンバー

の一人が身近なボラ

ンティアを皆でしようとの声掛けから始

まったもので、ボランティア保険に加入

してくれることや資材の提供があること

から、県が進めている「アドプト・プロ

グラム」を活用することにしました。２

カ月に１度の活動ですが、自分達の住ん

でいる地域が少しでもきれいになるよう

に、無理をすることなく、気軽な気持ち

でコツコツと活動していきたいと思って

います。今後、清掃だけではなく道路脇

に花を植えたりして、道行く人や通学途

中の子ども達の目を楽しませることがで

きればと考えています。

▲道路清掃を行う
整備隊の皆さん

よよ
りり
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づづ
くく
りり
をを
めめ
ざざ
しし
てて

道
路
に
異
変
が
あ
れ
ば

へ
！

④

⑪

⑩
⑨

⑧

⑦

⑥
⑤

③

②
①

県道・高速道路

町道

2.3面見開き  1904.1.1  1:09 AM  ページ1 (1,1)


